
●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
● 

管
理
業
の
法
制
化
・
管
理
士
の
国
家
資
格
化
へ
●「
不
動
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」に
沿
っ
て 
●
●
●

実
践
し
、
加
速
し
て

　

着
々
と
歴
史
を
歩
む
日

管
協
。
行
政
や
社
会
か
ら

要
請
を
受
け
、
加
速
し
つ

つ
賃
貸
市
場
の
適
正
な
発

展
へ
数
々
の
答
え
を
出
し

て
き
ま
し
た
。
令
和
2
年

は
国
交
省
の
提
言
で
あ
る

管
理
に
携
わ
る
事
業
者
の

業
務
の
適
正
化
方
針
に
応

え
て
い
く
な
ど
、
多
く
の

問
題
対
処
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
総
合
し
て
２
０
２

０
年
か
ら
5
年
ほ
ど
を
ス
パ
ン

と
し
た
中
期
の
運
営
方
針
を

発
表
。
当
分
は
そ
こ
を
中
心

に
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
進
行
中
の
法
制
化
や

国
家
資
格
化
の
実
現
。
そ
れ

に
プ
ラ
ス
外
部
環
境
を
リ
ア
ル

に
捉
え
、
行
政
と
の
連
携
強
化
、

組
織
を
近
代
化
し
つつ
柔
軟
な

姿
勢
で
臨
み
ま
す
。

　

昨
秋
、
京
都
で
行
わ
れ
た
全

国
支
部
長
会
議
で
も
令
和
2
年

への
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

周
辺
で
は
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
異
業
種
参
入
な
ど
が
目
に

つ
き
、
こ
う
いっ
た
流
れ
の
中
で

現
実
的
対
処
を
し
つつ
存
在
の

維
持
を
図
り
ま
す
。

変
化
す
る
客
観
情
勢

　

賃
貸
経
営
に
影
響
す
る
周

辺
環
境
は
厳
し
く
令
和
2
年
へ

も
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

昨
秋
の
消
費
税
率
ア
ッ
プ
。

初
春
の
4
月
に
は
管
理
業
へ
の

影
響
が
大
き
い
民
法
改
正
。
そ

の
後
は
あ
っ
と
い
う
間
に
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
す
。
続

い
て
2
0
2
5
年
「
大
阪
万

博
」
の
開
催
へ
。
こ
こ
で
は
管

理
業
者
も
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会

を
得
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
の

間
に
生
産
地
指
定
解
除
や
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
進
捗
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
中
で
も
空
き
家
対

策
は
普
遍
的
な
重
い
課
題
で
す
。

　

令
和
2
年
を
迎
え
た
公
益
財
団
法
人
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協

会
（
末
永
照
雄
会
長
）。
管
理
業
の
法
制
化
や
管
理
士
の
国
家
資

格
化
へ
の
本
番
を
迎
え
る
協
会
節
目
の
年
で
す
。
国
交
省
か
ら

も
日
管
協
へ
向
け
て
社
会
へ
の
重
責
を
担
う
存
在
と
し
て
幅
広

い
期
待
、
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
実
効
性
を
伴
っ
た

動
き
が
本
格
化
し
ま
す
。

節
目
の
年
へ
〜
存
在
感
示
す
時

 

令
和
２
年　

ひ
た
む
き
に 

果
敢
に 

日管協

セミナーで日管協の未来を語る
末永照雄会長

　

2
0
0
7
年
に
日
管
協
の
近

畿
ブ
ロッ
ク（
6
支
部
）
が
結
成
。

2
0
1
1
年
に
は
情
報
の
重
視
か

ら
独
自
の
広
報
紙
を
発
行
。
初

代
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
長
田
修
氏
が
就

任
し
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
令
和

と
い
う
新
時
代
を
迎
え
、
西
日
本

最
大
の
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
の
組

織
は
社
会
の
変
革
が
す
す
む
中
で

ど
の
よ
う
な
存
在
感
を
示
す
の
か

長
田
修
ブ
ロッ
ク
長
に
聞
き
つつ
の

展
望
で
す
。

　
「
近
畿
ブ
ロッ
ク
の
成
長
は
ま
ず

各
支
部
長
の

日
々
の
努
力
の

結
果
で
す
。
地

域
の
特
性
を
把

握
、
次
に
地
元

ニ
ー
ズ
を
吸
収
、

住
民
や
オ
ー

ナ
ー
、
行
政
ら

と
協
力
し
、
ま

ち
づ
く
り
的
感

性
も
加
え
て
、

管
理
業
の
存
在

を
明
確
化
し
て

き
ま
し
た
。
地

位
向
上
へ
は
倫

理
の
確
立
へ
日

管
協
の
各
制
度

を
普
及
さ
せ
て

き
た
の
も
支
部

長
ら
の
功
績
で

す
。
そ
の
一
方

で
目
指
す
と
こ
ろ
は
入
居
者
へ
の

環
境
整
備
だ
と
い
う
一
致
点
へ
強

い
思
い
が
あ
り
ま
す
」。

　

国
交
省
が
リ
ー
ド
す
る
〝
住
環

境
向
上
〟
への
役
割
意
識
で
す
。

　
「
各
支
部
が
独
自
の
方
法
で
技

術
革
新
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
人
材
育

成
、
付
加
価
値
付
け
で
組
織
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
業
界
の
底
上
げ
に

努
力
。
一方
で
社
会
へ
広
が
る
ツ
ー

ル
と
し
て
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
一般
市
民
と
重
要
な
接
点
の

場
づ
く
り
で
、
管
理
業
の
存
在
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。
人
が

暮
ら
す
場
所
、
環
境
づ
く

り
で
私
達
の
責
任
は
重
い
。

こ
れ
が
仕
事
の
原
点
で
す
」。

　

若
い
人
が
次
々
と
業
界

に
投
入
さ
れ
、
従
来
と
全

く
違
っ
た
視
野
で
物
事
が

判
断
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
共
に
育
っ

て
き
た
世
代
か
ら
は
ま
た

新
時
代
に
応
じ
た
も
の
が

生
ま
れ
そ
う
で
す
。
近
畿

ブ
ロッ
ク
の
10
年
後
が
楽
し

み
で
す
。

民
法
改
正
・
4
月
1
日
施
行

賃
貸
借
契
約
に
関
連

　

今
年
4
月
1
日
施
行
の

民
法
改
正
。
昨
年
、
国
交

省
が
全
国
で
改
正
に
つ
い
て

勉
強
の
機
会
を
設
け
、
大

阪
で
説
明
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。「
日
管
き
ん
き
」
の

前
号
で
は
京
都
府
支
部
の

顧
問
弁
護
士
・
田
中
伸
氏
が

「
民
法
改
正
と
保
証
契
約
」

に
つい
て
述
べ
て
い
ま
す
。
今

業
界
の
各
所
で
勉
強
会
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
6
月
公
布
か

ら
令
和
2
年
4
月
1
日
施

行
へ
。
国
土
交
通
省
・
住
宅

局
が
説
明
会
時
に
参
加
者

に
配
布
し
た
小
冊
子
「
住

宅
の
賃
貸
借
契
約
に
関
連

す
る
民
法
改
正
の
概
要
」。

こ
れ
に
は
改
正
の
要
点
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
民
法

改
正
の
背
景
か
ら
改
正
事

項
、
条
文
と
改
正
概
要
、

賃
貸
経
営
と
の
接
点
（
原

状
回
復
な
ど
）
で
す
。

　日管協近畿ブロック277 社（長田修ブロック長）。2007 年の組織化
以来、6 支部が一体となり活動を継続中。年間 6 回以上ブロック会を
開き、本部の方針伝達、各支部長より活動報告と計画発表。令和元
年の最後は 11 月22日（金）和歌山県支部主催で開催。

支部活動� 新世代も加わって

自由にのびのび個性的に
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情
報
の
受
発
信
を
積
極
的

に
行
う
の
は
昨
年
か
ら
の
継
続

方
針
。
秋
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
会
場
の
好
反
響
が
改
め
て

〝
見
せ
る
〟〝
役
立
つ
〟
自
信
へ

と
つ
な
がって
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
の
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
熱
気

と
人
出
は
予
想
以
上
で
来
場
者

の
賃
貸
住
宅
環
境
に
対
す
る
関

心
の
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
や
現
場
の
声
を

今
年
に
生
か
す
方
針

で
不
特
定
多
数
の
大

勢
の
来
場
者
へ
期
待

に
応
え
る
責
任
で
す
。

支
部
で
は
夏
期
に
会

員
会
社
が
催
し
た
住

宅
関
連
の
フ
ェア
へ
積

極
的
に
参
加
。
ブ
ー
ス
出
展
や

場
内
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カッ
シ
ョン

を
企
画
、
支
部
の
存
在
を
広
め

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
好
反
響
で

日
管
協
の
P
R
の
場
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
不
特
定

多
数
の
人
へ
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
カ
タ
チ
で
の
情
報
発
信
は
今

年
も
継
続
。

　

支
部
の
地
元
で
昨
年
、
全
国

規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。〝
社
宅
サ
ミ
ッ
ト
〟
や

I
T
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
事
業

者
協
議
会
の
定
例
会
で
す
。

近
畿
一
円
は
も
ち
ろ
ん
全
国
か

ら
大
勢
が
参
加
し
て
開
催
地

大
阪
は
一
躍
注
目
の
的
へ
。
新

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
や
提
言
・
取

り
組
み
方
な
ど
の
勉
強
の
場
で

大
阪
府
支
部
の
存
在
も
広
く

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
支
部
内
で
は
人
材
育

成
と
発
掘
へ
。
特
に
女
性
の
活

躍
を
目
指
し
、
社
内
改
革
の

提
案
や
成
功
事
例
の
紹
介
、
制

度
や
職
場
環
境
の
モ
デ
ル
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
好
評
を
得

た
質
の
高
い
研
修
も
継
続
し
ま

す
。
ま
た
、
新
人
や
若
手
が

自
信
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
へ
の
研
修
も
続
き

ま
す
。「
新
人
・
若
手
社
員
研

修
セ
ミ
ナ
ー
」
は
会
員
の
ト
ッ

プ
や
幹
部
か
ら
も
好
評
で
「
組

織
が
信
頼
で
き
る
講
師
を
招
い

て
行
う
教
育
は
一
会
社
と
し
て

助
か
り
ま
す
」
と
。
主
な
講

師
は
（
公
財
）
日
本
賃
貸
住

宅
管
理
協
会
・
日
管
協
総
合

研
究
所　

主
任
相
談
員
ら
。

法
に
関
す
る
基
礎
知
識
な
ど
は

大
阪
府
支
部
の
顧
問
弁
護
士

事
務
所　

弁
護
士
法
人　

淀

屋
橋
・
山
上
合
同
の
弁
護
士
が

担
当
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
動

き
も
支
部
の
特
徴
で
令
和
の
時

代
へ
受
け
継
が
れ
ま
す
。

入
居
環
境
向
上
へ
行
政
と
共
に  

　
「
大
阪
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し

ん
賃
貸
住
宅
登
録
制
度
」
の

普
及
へ
大
阪
府
と
の
協
力
は
今

年
も
継
続
。
同
制
度
の
普
及

は
ス
ピ
ー
ド
が
乗
ら
な
い
状
況

で
す
。パ
ン
フ
レッ
ト
配
布
や
フェ

ア
会
場
で
の
P
R
も
実
施
中
。

高
齢
者
、
低
所
得
者
、
外
国
人
、

子
育
て
世
帯
へ
入
居
を
拒
ま
な

い
制
度
の
進
捗
へ
協
力
中
で
す
。

　

ま
た
、
原
状
回
復
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
で
大
阪
府
が
発
行
し
て

い
る
冊
子
の
紹
介
や
相
談
窓
口

の
利
用
を
機
会
ご
と
に
情
報
と

し
て
伝
え
て
い
ま
す
。
万
博
の

開
催
地
と
な
る
大
阪
市
。
地

元
の
管
理
会
社
団
体
と
し
て
行

政
と
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

な
の
か
が
宿
題
で
も
あ
り
ま
す
。

大
阪
府
支
部
の
令
和
2
年
は

さ
ら
に
行
政
と
協
力
の
年
に
な

り
そ
う
で
す
。

「
若
手
研
究
グ
ル
ー
プ
」

好
奇
心
が
学
ぶ
力
を
倍
加

　

定
期
的
に
開
か
れ
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
20
～
30
代
の
若
手

社
員
の
集
ま
り
だ
け
に
活
発
な

提
案
が
次
々
と
出
て
き
ま
す
。

今
年
も
そ
の
方
向
で
活
動
が
続

け
ら
れ
ま
す
。
会
場
の
後
方
で

会
議
の
推
移
を
見
て
い
る
企
画

研
修
・
業
務
研
究
委
員
会
の
幹

部
、
宮
西
安
広
氏
、
犬
伏
健

次
氏
ら
も
次
は
何
が
飛
び
出

す
か
と
興
味
津
々
。

　

昨
年
は
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

経
験
し
て
自
信
を
深
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
グ
ル
ー
プ
の
存
在

を
広
め
る
パ
ン
フ
も
作
成
。
そ

れ
に
は
他
社
の
存
在
への
興
味
、

若
い
社
員
の
活
躍
の
場
づ
く
り
、

同
世
代
と
の
交
流
な
ど
を
目
的

に
し
た
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

目
下
、
9
社
13
名
が
参
加
。

そ
の
内
訳
は
賃
貸
管
理
、
建
物

管
理
、
家
賃
保
証
、
宅
配
ボック

ス
、
不
動
産
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
賃
貸
管
理
業
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
の
集
ま
り
で
す
。

　

情
報
交
換
し
、
ヒ
ン
ト
を
得
、

実
務
向
上
の
参
考
に
、
さ
ら
に

知
識
を
深
め
る
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
参
加
者
が
増
え

る
こ
と
で
議
論
の
幅
が
増
え
る

よ
う
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
広
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未来思考と現実路線 しっかり大阪府支部の
令和2年

●
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
育
成
着
々

●
質
の
高
い
研
修
や
委
員
会
活
動

　大阪府支部の令和 2 年は─。前年は各委員会活動
が機能して活性化を後押し。今年はさらに付加価値をつ
けて近畿ブロックを代表する大組織・大阪府支部として積
極性を加えていきます。特にイベントを通じた情報発信を
続け、存在感アピールへ。

民法改正へ着々準備
　いよいよ民法改正の年になりまし
た。契約のルールが変わることで業
界内は各社単位でも昨年から研修
の連続です。消費者保護へ大幅見
直しとされ、契約をめぐる重要ポイント
を大阪府支部でも勉強してきました。
昨年の総会では弁護士法人淀屋
橋・山上合同の杉本喬弁護士による
研修が行われました。それ以後も機会
を設けて勉強を重ねています。令和2
年4月の施行は目前です。

今年も大阪府と協力
あんしん住まい推進協議会へ

　大阪府支部は毎年、大阪府（住宅
供給公社）と定期的に開く「OSAKA
あんしん住まい推進協議会」の作業
部会に今年も出席を予定。内容は幹
事会で報告され、問題があればみん
なで討議されます。

日管協支部長会議に出席
川中伸一支部長ら

　11月に京都で行われた日管協の全
国支部長会議に大阪府支部から川
中伸一支部長ら幹部が出席しました。

活発　委員会や部会活動
　大阪府支部の委員会、部会活動
は令和の時代に入っても新しさや工
夫を加えつつ積極的です。●組織広
報委員会（松尾充泰委員長、他）●
ベンチマーク委員会（太田卓利委員
長、他）●企画研修・業務研究委員会
（宮西安広委員長、他）●同レディー
ス部会（田中与志子会長）総務委員
会（竹中力委員長、他）などがそれぞ
れ担当して支部活動を続行。各委員
会には委員長を助けて幹事が加わっ
ています。今年の総会時（5月）に新

年度の正式メ
ンバーが発表
されます。写真
は委員会活動

Newsアトランダム

川中伸一大阪府支部長

＂
私
に
も
出
来
ま
す
＂主
張
！

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

　
今
年
の
方
向
決
め
る

　

不
動
産
業
界
に

置
け
る
女
性
の
活
動

は
一
般
紙
や
専
門
紙

上
で
毎
日
の
よ
う
に

見
か
け
ま
す
。
人

材
も
次
々
と
誕
生
し

て
い
ま
す
。
大
阪
府

支
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス

部
会
（
田
中
与
志

子
部
会
長
）
も
〝
女

性
の
活
躍
〟
を
重
視
、

昨
年
か
ら
「
女
性

活
躍
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
。
令
和
2
年

は
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン

力
を
付
け
る
方
向
で

一
致
し
ま
し
た
。

●
や
る
気
促
進
さ
せ

●
立
体
的
な
研
修
を
企
画

　

会
員
会
社
の
女
性
社
員
の

活
躍
に
刺
激
を
受
け
た
レ

デ
ィ
ー
ス
部
会
会
員
は
さ
ら
に

や
る
気
に
目
覚
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に

今
年
は
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
議

論
や
研
修
を
し
よ
う
と
昨
年

末
に
会
議
を
開
き
合
意
。
近

く
具
体
的
な
行
動
予
定
を
発

表
し
ま
す
。

﹁
個
人
の
自
覚
か
ら
﹂と

　

田
中
与
志
子
部
会
長
は

「
女
性
の
向
上
は
個
人
の
自
覚

か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
会
社

を
動
か
し
て
い
く
ほ
ど
に
成
長

し
て
初
め
て
女
性
の
存
在
に
周

囲
が
気
づ
き
ま
す
。〝
私
た
ち

は
で
き
ま
す
〟
へ
の
プ
ロ
セ
ス

が
大
事
」。

　

不
動
産
業
界
で
女
性
の
人

材
が
続
出
し
て
い
る
現
況
を
見

て
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

成
功
事
例
も
会
議
で
取
り
上

げ
、
経
営
者
、
男
性
へ
「
で

き
る
女
性
」
の
ア
ピ
ー
ル
も
必

要
。
田
中
部
会
長
は
「
集
ま

る
機
会
を
多
く
設
け
て
み
ん

な
で
学
び
、
実
現
の
方
向
へ
進

み
ま
す
」
と
女
性
の
地
位
向

上
へ
や
る
気
十
分
で
す
。

女性が輝き、活動するシーンを

田中与志子レディース部会長

大阪府支部の幹事会。
議論が交わされます　

「若手研究グループ」の活動

日管きんき〈2〉 大阪府支部
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参
加
者
は
各
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、

カ
リ
キ
ュラ
ム
の
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド

に
沿
っ
て
「
貴
方
な
ら
ど
う
す

る
」
の
問
い
に
答
え
を
出
し
て
い

く
と
い
う
立
体
的
手
法
で
す
。

目
的
は
個
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン

を
高
め
、
同
時
に
想
像
力
を
生

み
出
す
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

講
師
が
取
り
上
げ
た
の
は
新

幹
線
の
清
掃
を
す
る
（
株
）

J
R
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト

「
T
E
S
S
E
I
」。
ハ
ー
バ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
採
用
し

た
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
の
一つ
で
す
。

　

実
在
す
る
会
社
で
我
々
も
新

幹
線
の
東
京
駅
な
ど
で
仕
事
を

目
に
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
身

近
な
関
心
も
あ
り
ま
す
。

　

J
R
東
日
本
の
子
会
社
が

幾
多
の
難
題
を
乗
り
越
え
て

優
秀
企
業
に
至
る
か
に
は
多
く

の
有
効
な
判
断
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
り
、

そ
こ
で
参
加
者
に
〝
ど
う
判
断

す
る
か
〟
を
問
い
ボ
ー
ド
に
書

か
せ
て
い
く
と
い
う
研
修
で
す
。

子
会
社
に
着
任
し
た

「
T
E
S
S
E
I
」
の
代
表
者

の
時
々
の
判
断
や
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
能
力
と
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
り
方
、
社
員
の
動

機
付
け
、
小
さ
な
気
付
き
な
ど

を
学
べ
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

藤
野
孝
氏
の
略
歴

　

講
師
の
藤
野
孝
氏
。
株
式

会
社
C
C
D
代
表
取
締
役
。

ソ
ニ
ー
（
株
）、（
株
）
ド
リ
ー
ム

イ
ン
キ
ュベ
ー
タ
、
ナ
ス
ス
テ
ン
レ

ス
（
株
）、
エン・
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）

を
経
て
、
２
０
１
５
年
株
式
会

社
C
C
D
設
立
。
企
業
向
け

コン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。

幹
部
社
員
向
け
研
修　

大
阪
府
支
部 

開
催

H
B
S
の
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
利
用

　
大
阪
府
支
部（
組
織・広
報
委
員
会・松
尾
充
泰
委
員
長
）は
昨
秋

「
幹
部
社
員
向
け
研
修
」と
し
て
迎
え
た
講
師
の
藤
野
孝
氏
か
ら

『
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
』の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
紹

介
を
受
け
つ
つ
こ
れ
を
軸
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン・業
務
品
質
向
上
策

を
学
び
ま
し
た
。

魅
力
あ
る

日
管
協
会
員
を

P
R

　

大
阪
府
支
部

は
日
管
協
近
畿

ブ
ロッ
ク
の
中
で

も
正
会
員
が

1
2
7
社
を

超
す
組
織
で
す
。

こ
れ
を
さ
ら
に
1
5
0
社
に

や
が
て
は
2
0
0
社
へ
と
入

会
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
本
部
か
ら
一
斉
に
「
入

会
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」
の
仕
組
み
が

発
表
さ
れ
ま
す
が
、
大
阪
府

支
部
で
は
こ
れ
に
プ
ラ
ス
、
特

典
を
設
け
て
入
会
促
進
環
境

の
向
上
を
図
って
い
ま
す
。

　

会
員
満
足
度
ア
ッ
プ
へつ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
中
身
の
濃

い
研
修
、
行
政
と
の
接
点
な
ど

を
P
R
活
動
と
し
て
行
な
って

い
ま
す
。
さ
ら
に
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
試
験
に
関
し
た

情
報
提
供
、
ま
た
、
紛
争
解

決
へ
の
資
料
提
供
な
ど
、
入
会

の
メ
リ
ッ
ト
を
用
意
。

　

入
会
後
の
費
用
に
つい
て
は
、

新
入
会
会
員
特
典
と
し
て
、

入
会
金
6
万
円
（
府
支
部
負

担　

初
年
度
会
費
無
料　

入

会
金
が
15
万
円
↓
16
万
円
に

増
額
さ
れ
た
分
を
受
け
5
万

円
↓
6
万
円
）
会
費
満
足
度

ア
ッ
プ
策
と
し
て
情
報
交
換
会
、

研
修
会
、
親
睦
会
、
ゴ
ル
フ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
支
部
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

発
表
。
会
員
拡
大
へ
は
今
年
も

本
気
で
す
。

　

大
阪
府
支
部
が
運
営
を
任

さ
れ
た
「
近
畿
ブ
ロッ
ク
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
11
月
20
日

（
水
）
大
阪
の
舞
洲
運
動
公
園

で
各
支
部
合
わ
せ
16
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
か
ら
提
供
さ
れ

た
商
品
も
魅
力
的
で
す
が
、
何

よ
り
優
勝
を
目
指
す
各
チ
ー
ム

の
熱
い
思
い
が
印
象
的
。
選
手

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
も
格
好
良
く

や
る
気
十
分
。
決
勝
戦
は（
株
）

長
栄
と
（
株
）
成
都
不
動
産

で
長
栄
が
優
勝
し
ま
し
た
。
各

社
の
チ
ー
ム
名
で
は
（
株
）
丸

和
不
動
産
の
「
ま
る
わ
ん
こ
」

が
可
愛
か
っ
た
で
す
。
な
お
、

開
催
地
の
舞
洲
運
動
公
園
は

隣
接
す
る
夢
洲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
2
5
年
に
開
く
博
覧
会

会
場
の
す
ぐ
近
く
で
す
。

　

12
月
4
日
（
水
）
は
「
大

阪
府
支
部
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」。

ゴ
ル
フ
担
当
の
水
野
逹
司
氏
に

よ
る
と
「
交
流
を
深
め
、プ
レ
ー

を
す
る
中
で
よ
り
親
し
さ
、
信

頼
を
増
す
場
に
し
た
い
」
と
。

　

場
所
は
兵
庫
県
加
東
市
の

「
滝
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」

迎
賓
館
コ
ー
ス
。
8
組
29
名
が

参
加
。
優
勝
し
た
の
は
全
保
連

（
株
）
の
脇
谷
幸
司
氏
で
し
た
。

ラ
ウ
ン
ド
終
了
後
は
コ
ン
ペ
ル
ー

ム
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

お
知
ら
せ

■大阪
市
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

補
助
。2
月
10
日
迄

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
大
阪
市
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
補
助
。
賃
貸
オ
ー
ナ
ー

を
対
象
に
引
き
続
き
2
月
10

日
迄
受
け
付
け
ま
す
。「
平
成

31
年
度
大
阪
市
子
育
て
世
帯

等
向
け
民
間
賃
貸
住
宅
改
修

促
進
事
業
」。
補
助
金
額
は
工

事
費
の
3
分
の
1
、
75
万
円
限

度
。
対
象
は
昭
和
56
年
6
月

1
日
以
降
に
着
工
し
た
建
物
。

同
制
度
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
大

阪
市
都
市
整
備
局
企
画
部
住

宅
政
策
課
、
民
間
住
宅
助
成

グ
ル
ー
プ
。

会員拡大
令和2年も目標設けて

入
会
金
不
要
な
ど
で
入
会
促
進

主人公になれる熱い研修場面
　昨秋、松尾充泰氏らが主になって仕掛けた支部
の研修は熱気に包まれていました。新しい研修の
あり方を示すものとなり、長時間なのにあっという間
に終わりました。参加者は疲れた表情を見せながら
も参加の意味を実感できて満足そうでした。研修の
あり方を示すものでその辺を松尾氏に聞きました。

　松尾氏は以前から、支部の
研修に対面式討論を設けるな
ど参加者が当事者意識を持て
る研修環境づくりをしてきました。
今回の「幹部社員向け研修」
もその流れです。
　「参加の実感を得られ、一
人一人が主人公であると自覚で
きた時点で成功だと思います。
今回の研修の発端は、会員の
向上心へ向けて何ができるか、
方法は、どう応えられるかに沿
いテーマを選びました。これま
でになかった手法で実現しよう
と企画しました」。
　賃貸管理会社の職種は幅広
く、当日参加のメンバーでは幹
部という枠はあっても管理から
設備関連に至るまでさまざま。
その中でのテーマ選びで何より
大切なのは普遍性です。
　「どのような立場でいてもこの
研修を通じて学んだことがそれ
ぞれ個人の向上、ビジネスの

創造へつながることを予測。同
時に日常での〝気付き〟へ効
果となり、個人の成長や会社
への貢献につながるという考え
です。全員が長時間研修の中
で相互に注目、存在を知られる
ことは快適性に通じることでもあ
ります」。
　会場では巧みな話術と展開
のスピーディーさで息つく暇もな
くリードする藤野孝氏の存在も
ありました。
　「新しい発想で個の成長やビ
ジネス環境の創造を生み出せ
る研修を目指していました。参
加者がこの機会を通じてどう感
じるか。何よりも〝気付き〟によっ
てモチベーションが高まれば役
に立つ研修の役割は果たせそ
うです」。
　次回もさらに仕事に自信をつ
け、意欲を高める企画を考え
ています。なお、研修の細部
は関連記事を参照。

◆仕掛け人に聞く 大阪府支部　組織・広報委員会
松尾　充泰　委員長

こ
だ
わ
り
　
新
し
い
研
修
の
カ
タ
チ

松尾充泰委員長

熱気一色の研修会場

講師の藤野孝氏

広い運動公園で熱戦が

親
睦
・
交
流
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ゴ
ル
フ
大
会

立派。これが優勝旗

日管きんき〈3〉大阪府支部

家
賃
保
証
の

ク
レ
デ
ン
ス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外国人専用

保証プラン

販売開始！
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秋
は「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」の
季

節
。京
都
で
も
各
社
を
対
象
に

開
催
さ
れ
全
国
か
ら
参
加
者

が
訪
れ
ま
し
た
。だ
が
何
と

言
って
も「
み
ん
な
で
ベン
チ
マ
ー

ク
し
よ
う
」
と
、「
日
管
協

フ
ォ
ー
ラ
ム
」へ
の
参
加
が
こ
こ

数
年
の
動
き
で
す
。

　

京
都
府
支
部
は
30
名
が
参

加
、11
月
12
日（
火
）滋
賀
県
、

兵
庫
県
、大
阪
府
支
部
か
ら
の

参
加
者
と
一
緒
に〝
フ
ォ
ー
ラ

ム
〟を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
。食
事
を

共
に
し
、語
り
合
い
貴
重
な
1

日
に
な
り
ま
し
た
。

　

伝
え
、聞
く
よ
り
参
加
し
て

と
い
う
考
え
で
結
果
は
大
い
に

収
穫
あ
り
で
し
た
。各
自
で
得

た
情
報
や
体
験
は
自
社
へ
持
ち

帰
り
、生
か
し
た
い
と
。

京都府支部

＂
フ
ォ
ー
ラ
ム
＂へ
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

京
都
府
支
部
主
体
に
近
畿
一
円
か
ら
参
加

　

開
催
場
所
が
ア
ク
セ
ス
最
高
、

加
え
て
明
る
く
気
持
ち
の
い
い

会
場
。ゆ
っ
た
り
、気
分
良
く
、

長
時
間
の
メ
ニュ
ー
も
疲
れ
る
こ

と
な
く
参
加
者
に
と
っ
て
は
最

後
ま
で
集
中
で
き
ま
し
た
。階

段
形
式
で
ゆ
っ
た
り
し
た
椅
子

に
座
っ
て
、登
場
す
る
人
も
プ
ロ

ジェク
タ
ー
に
映
さ
れ
る
数
々
の

デ
ー
タ
も
効
果
的
で
見
や
す
い

会
場
設
定
で
し
た
。

　

人
を
集
め
る
の
は
一に
ア
ク
セ

ス
、心
地
よ
い
会
場
選
定
を
目

指
し
て
き
た
京
都
府
支
部
の
考

え
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
席
者
の
オ
ー
ナ
ー
は
高
齢
者

の
方
も
多
く
、長
時
間
快
適
な

時
間
を
過
ご
せ
る
会
場
作
り
は

セ
ミ
ナ
ー
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

国
の
住
宅
政
策
を
伝
え
る
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
、

櫻
井
啓
孝
京
都
府
支
部
長
の

挨
拶
、京
都
府
と
市
か
ら
の
来
賓

（
別
項
）2
名
に
よ
る
行
政
の
方

針
と
民
間
組
織
と
の
協
力
強
化

な
ど
身
近
な
話
題
が
多
く
、来

場
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。終
始
盛

り
上
がって
い
た
の
が
特
徴
で
す
。

　

研
修
は
そ
の
何
れ
も
が
オ
ー

ナ
ー
と
密
接
す
る
テ
ー
マ
だ
け

に
最
後
ま
で
緊
張
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。税
金
と
賃
貸
市
場

の
動
向
、全
て
身
近
で
リ
ア
ル
な

内
容
。2
人
の
講
師
も
話
し
上

手
、映
像
で
示
さ
れ
た
各
デ
ー

タ
は
充
実
し
て
わ
か
り
や
す
く

好
評
で
し
た
。

　

来
場
者
の
関
心
を
ダ
イ
レ
ク

ト
で
受
け
止
め
、〝
住
環
境
向

上
〟を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
。

市
場
動
向
と
ニ
ー
ズ
、税
金
問

題
、さ
ら
に
法
律
改
正
の
影
響
へ

の
解
説
。加
え
て
地
元
自
治
体

と
の
協
力
体
制
の
維
持
、こ
れ

ら
を
中
心
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

賃
貸
借
契
約
を
徹
底
解
説

2
月﹁
す
ま
い
ス
ク
ー
ル
﹂

　

京
都
市
が
主
催
、京
都
市
住

宅
供
給
公
社・京
安
心
す
ま
い

セ
ン
タ
ー
の
企
画
で「
す
ま
い
ス

ク
ー
ル
」が
次
の
要
領
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

櫻
井
支
部
長
は
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
幅
広
い
見
地
か
ら
独
自
の
提

言
を
織
り
込
み
つつ
日
管
協
活
動
の
進

捗
状
況
を
発
表
。来
場
者
へ
向
け
た
強

い
メッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。（
要
約
）

　
「
日
管
協
会
員
は
需
要
供
給
の
両
面
か

ら〝
安
心
し
て
貸
せ
る
、住
め
る
環
境
づ
く

り
〟の
重
責
を
担
い
、官
民
一
体
で
前
へ
進
め

て
い
ま
す
。オ
ー
ナ
ー
へ
は
行
政
の
動
向
を

細
か
く
伝
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、発
生
し

続
け
る
空
き
家
へ
の
取
り
組
み
。こ
れ
を

オ
ー
ナ
ー
と
共
に
行
政
と
協
力
し
て「
新
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
」を
活
用
し
解
決

し
て
い
く
役
目
で
す
。支
部
内
の
空
家
相
談

員
な
ど
高
水
準
で
問
題
を
対
処
で
き
る
人

材
起
用
で

難
題
解
決

に
向
っ
て
い

ま
す
」。

　

今
年
は

日
管
協
の
節
目
の
時
。登
録
制
度
の
法
制

化
、管
理
士
の
国
家
資
格
化
の
実
現
。こ
れ

ら
に
よって
従
来
の「
任
意
」か
ら「
義
務
」へ

の
変
化
は
目
前
。「
一
連
の
進
捗
に
は
日
管

協
会
員
が
適
正
な
業
務
を
行
う
た
め
に

「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」な
ど
の
育
成

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。す
で
に
2
千
人
の
資

格
者
が
誕
生
し
、管
理
業
全
般
の
人
材
向

上
に
役
立
って
い
ま
す
。

　
「
社
会
背
景
が
激
変
す
る
中
で
賃
貸
管

理
業
の
役
割
、仕
事
内
容
も
大
き
く
変
化

へ
。ま
ず
4
月
の
民
法
改
正
。ダ
イ
レ
ク
ト

に
仕
事
に
関
わ
って
く
る
法
改
正
で
す
。支

部
で
も
対
応
を
学
ん
で
き
ま
し
た
」。

　

制
定
さ
れ
た
の
が
明
治
の
時
代
。1
2
0

年
を
経
て
の
改
正
。施
行
に
よ
り
個
人
保

証
、賃
料
減
額
、原
状
回
復
、賃
借
人
の
修

繕
の
権
利
な
ど
、賃
貸
経
営
と
深
い
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
業
界
は
社
会

責
任
と
い
う
課
題
が
大
き
く
の
し
か
か
る

令
和
2
年
で
す
。

＂
町
家
再
生
＂で
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

「
も
み
じ
の
小
路
」（
下
京
区
）全
５
区
画

　

も
み
じ
の
小
路　

京
町
家

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
も
み
じ
の

小
路
」が
ほ
ぼ
完
成
。昨
秋
11

月
23
日（
土
）に
オ
ー
ナ
ー
の
駒

井
京
子
さ
ん
、京
町
家
作
事
組

理
事
で
設
計
を
担
当
し
た
内

田
康
博
氏
、入
居
者
ら
関
係
者

が
集
ま
っ
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

場
所
は
京
都
市
下
京
区
松

原
通
御
幸
町
西
入
。全
5
区
画

の
町
家
再
生
で
名
称
は
も
み
じ

の
木
を
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て

「
も
み
じ
の
小
路
」と
名
付
け
て

い
ま
す
。付
近
の「
あ
け
び
わ
路

地
」住
戸
5
軒
に
つい
で
の
完
成

で
さ
ら
に
次
期
3
区
画
も
再
生

さ
れ
ま
す
。オ
ー
ナ
ー
の
駒
井

さ
ん
は「
京
町
家
へ
の
思
い
が

次
々
と
完
成
し
、よ
い
テ
ナ
ン
ト

さ
ん
が
入
居
し
て
京
都
の
小
さ

な
名
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
喜

び
を
語
って
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
テ
ナ
ン
ト
入
居
や
情

報
の
受
発
信
を
担
当
し
て
い
る

京
町
家
情
報
セ
ン
タ
ー
登
録
業

者
の
丸
吉
住
宅・岩

本
純
一
氏
も
出
席

し
ま
し
た
。テ
ナ
ン

ト
は
じ
め
大
学
教

授
、建
築
家
な
ど
参

加
者
か
ら
、駒
井

オ
ー
ナ
ー
の
事
業
決

断
を
称
え
ま
し
た
。

＂
町
家
再
生
＂で
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

＂
町
家
再
生
＂で
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

新会場　京都産業会館ホールで開催

行
政
と
の
連
携
を
再
確
認

京
都
府
支
部
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
9
」
人
気
講
師
招
い
て

　日管協・京都府支部が主催、国交省らが後
援する「オーナーセミナー2019」は昨秋の10月
26日（土）午後から京都経済センター内の京
都産業会館ホールで約200人が参加して行
われました。櫻井啓孝支部長の挨拶の後、研
修や懇親会は好評の内に終了しました。

　当日のプログラムと来賓　

●主催　 日本賃貸住宅管理協
会京都府支部

●後援　 国土交通省　京都府・
京都市など

● 研修　講演内容と講師
　① 「民法改正と日管協活動」
　　 京都府支部長　櫻井啓孝氏
　② 「税について」（資産、相続）
　　 税理士法人京都経営税理

士　大江孝明氏
　③ 「市場動向と入居者ニーズ」
　　SUUMO　池本洋一編集長
●行政からの挨拶
　① 京都府建設交通部住宅課

　内藤良辰担当課長
　② 京都市都市計画局住宅室

　平松謙一室長

京
都
府
支
部
長　

櫻
井
啓
孝
氏
が
現
況
と
展
望
を

広い視野からの判断大事
安心して貸せる環境づくり

櫻井啓孝
京都府支部長

新会場は来場者に好評でした

京都府、京都市から来賓
（内藤良辰氏（左）と
平松謙一氏）

オープニングセレモニーへの入口

喜びの駒井オーナー

　

賃
貸
住
宅
を
借
り
る
際
、契

約
の
意
味
や
内
容
を
よ
く
理
解

し
な
い
ま
ま
契
約
し
、入
居
後

や
退
去
時
に
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
う

ケ
ー
ス
。入
居
予
定
の
人
や
長

く
住
ん
で
い
る
人
ま
で
が
契
約

の
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
、入

居
中
や
退
去
時
に
注
意
す
べ
き

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
目

的
。ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
契
約
書

類
の
意
味
や
内
容
を
解
説
し
、

契
約
行
為
の
重
要
性
が
理
解

で
き
ま
す
。2
月
15
日（
土
）午

後
2
時
30
分
か
ら
の
予
定
。場

所
は
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
御
池
ビ
ル

東
館
2
階
会
議
室
。特
に
入
居

直
後
と
退
去
時
に
特
に
多
い
賃

貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
。賃
貸
借

契
約
に
つい
て
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

の
解
説
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
レ
ク

チ
ャ
ー（
70
分
）で
主
に
賃
貸
借

契
約
書
の
ポ
イ
ン
ト
、退
去
時

の
ト
ラ
ブ
ル
を
事
例
で
説
明
。

質
疑
応
答
も
設
け
て
い
ま
す
。

講
師
は
公
益
財
団
法
人 

日
本

賃
貸
住
宅
管
理
協
会（
予
定
）、

募
集
人
数
は
50
名
。参
加
費
無

料
。

結果は大変収穫がありました。
全員集合（ベンチマーク会場）

日管きんき〈4〉 京都府支部
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大
震
災
経
験
の
ゲ
ス
ト
迎
え
て

　

京
都
府
支
部
長
の
櫻
井
啓

孝
氏
や
支
部
相
談
役
の
長
田

修
氏（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
）同
、

岡
本
秀
巳
氏
ら
の
発
案
で
決

ま
っ
た
体
制
づ
く
り
へ
の
会
合
。

行
政
側
か
ら
日
管
協
会
員
が

経
験
し
た
応
急
住
宅
の
供
給

や
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
市
や
京
都
府
支
部
の
幹

部
ら
40
人
が
出
席
。京
都
市

か
ら
は
鈴
木
知
史
都
市
計
画

局
長
ら
関
係
分
野
か
ら
多
く

の
担
当
者
が
出
席
。

　

日
管
協
京
都
府
支
部
側
は

相
談
役
の
吉
田
光
一
氏
、同
、

岡
本
秀
巳
氏
、櫻
井
啓
孝
京

都
府
支
部
長
ら
が
出
席
。こ
の

日
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
仙

台
支
部
長
で
東
日
本
大
震
災

の
経
験
者
で
熊
本
地
震
で
の

復
復
興
支
援
を
続
け
て
き
た

今
野
幸
輝
氏
が
出
席
、講
演

し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
経
験
は
貴
重
で
、
そ
の
後
の
復
興
に
役
立
つ
多
角

的
な
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

早
急
の
防
災
対
策
が
必
要

と
官
民
が
一
体
化
し
て
の
体
制

づ
く
り
の
き
っ
か
け
で
す
。災

害
の
応
急
復
旧
、二
次
被
害
へ

の
対
策
。そ
の
後
の
被
災
者
支

援
、生
活
再
建
、生
活
の
再
建

と
被
害
の
も
た
ら
す
復
興
へ
の

京都府支部

視点
法の （73）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

共有建物を普通賃貸に
共有建物を普通賃貸するにはどうしたらよいのでしょう

か。例えば、3名による共有持分3分の1ずつの建物があり、
それを住宅として普通建物賃貸借で他人に貸すには、3名
全員の承諾がいるのか、2名が賛成すれば貸せるのか、あ
るいは1名でも貸せるのか問題となります。賃貸借契約締
結行為が民法の共有の規定の共有物の変更にあたるなら、
全員の承諾が必要ですし、共有物の管理にあたるなら、過
半数の議決が必要ですし、保存行為にあたるなら、単独で
できます。裁判例では、普通建物賃貸借契約で借地借家法
の適用のある賃貸借契約を締結するには、共有者全員の同
意なくして行い得ないと判断されています。更新が原則と
され、事実上契約期間が長期にわたることがその理由とさ
れています。即ち、共有建物を普通建物賃貸借で契約締結
する場合は、借地借家法の適用があるので、共有者全員が
賃借人と賃貸借契約を締結しなければなりません。

防
災
対
策
　
官
民
で
協
力
一
致

京
都
市
役
所
で
体
制
づ
く
り
協
議

　

京
都
の〝
防
災
〟に
つ
い
て
日
管
協
京
都
府
支
部
内
で
は
具
体

的
対
策
へ
の
道
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。ま
ず
は
行
政
側
と
の

接
点
が
第
一
歩
と
昨
秋
、京
都
府
、京
都
市
の
防
災
関
連
の
担
当

者
が
集
ま
り
、防
災
対
策
へ
の
体
制
づ
く
り
の
第
一
歩
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

京都市役所内の会場

今野幸輝氏が体験談を

青年・レディース部会の活動
　京都府支部青年・レディース部会（田中健敏・岡嶋緑両部会長）
は積極的な部会活動を連続。一昨年の「コレクティブハウス」の見
学や昨年の「税金」を知るシリーズはどの会場も若い社員で満員。
早速「税金」シリーズ時のアンケート結果が発表されました。

学んだ結果をアンケートで回答
勉強したいの姿勢　くっきり反映
　部会を引っ張る
の は 青 年 部 会

（（株）エリッツ建
物管理社長。田中
健敏氏）とレディー
ス部会（デイランド
山京リース（株）取

締役岡嶋緑氏）です。勉強した
り遊んだりの会はいつも若い人
が中心です。
　最近では3回シリーズで行った

「税金」がテーマの研修。「仕事
の基本なので学んでおかないと」

「講師の先生が難しいことをわ
かりやすく説明してくれました。
実務経験からの視点が良かっ
た」「相続や売却などをもっと勉
強したい」などの反応がありまし
た。全般に実務に近いところの
解説で参加者に「もっと勉強した
い」の意欲につながったようです。
　アンケートを見ると、「参考にな
った」が圧倒。この研修は「オー
ナーからの相談に応じられる自
信へつながる」など、仕事への
意欲増大へ。不動産管理業の
現場では次 と々難しいことが発

生して
います。
特 に 、

「税」に
関して
は必要
知識が
いっぱ
い 。今
回は不
動産の
現場を
経験し
ている中山竜也先生の解説は
わかりやすいと大好評でした。
会場は3回とも満員。主なアンケ
ート結果を紹介すると、●相続
関係をさらに勉強したい●減価
償却はよく理解できた●質疑応
答の時間を今後増やして欲し
い●オーナーへの工事提案時
の参考になりました●業務に生
かしたい●少額減価償却資産
の特例をもっと学びたい─など
でした。次の企画が楽しみです。
なお、12月6日（金）に研修会とク
リスマス会を行いました。

田中健敏部会長 みんな熱心に勉強

実務に生かせる見学会

幅
は
広
く
長
期
化
。そ
れ
ら
の

全
て
を
行
政
側
と
関
連
各
組

織
、民
間
不
動
産
組
織
が
連

携
し
て
制
度
化
し
、強
力
な
防

災
対
策
に
し
よ
う
と
初
の
協

議
と
な
り
ま
し
た
。

日
常
活
動
報
告
や
方
針
を
発
表

　

日
管
協
が
年
2
回
、各
都
市

で
開
く
全
国
支
部
長
会
議
、今

回
は
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
程
は
11
月
28
日（
木
）と
29
日

（
金
）の
2
日
間
で
全
国
の
各
支

部
長
や
幹
部
、地
元
で
は
京
都

を
始
め
、近
畿
ブ
ロッ
ク
6
支
部

か
ら
大
勢
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

初
日
の
会
場
は
京
都
市
内

東
山
区
の「
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ

テ
ル
京
都
」。午
後
1
時
30
分

か
ら
始
ま
り
、各
支
部
の
活
動

報
告
や
今
後
の
方
針
を
発
表
。

質
疑
応
答
な
ど
も
あ
り
全
国

の
支
部
活
動
の
現
況
を
知
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
は

懇
親
会
と
し
て
場
所
を
移
し
て

一
刻
を
過
ご
し
ま
し
た
。

2
日
目
は﹁
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
﹂

　

2
日
目
は「
ベン
チ
マ
ー
ク
」と

し
て
2
社
を
対
象
に
、研
修
し

ま
し
た
。（
株
）長
栄
と（
株
）グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
の
両
社
で
す
。会
場
の

長
栄
の
会
議
室
で
は
同
社
の
奥

野
雅
彦
氏
、グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
は
前

田
尚
氏
そ
れ
ぞ
れ
が
経
営
方

針
中
心
に
説
明
。レ
ジ
ュメ
も
用

意
し
、質
疑
応
答
に
も
時
間
を

か
け
て
中
身
の
濃
い
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
と
な
り
ま

し
た
。ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
も
行

わ
れ
、充
実

の
2
日
間
は

終
了
し
ま
し

た
。京
都
で

の
開
催
は
大

好
評
で
し
た
。

全国から支部長が参加、意見交換

支部活動が次 と々報告されました

■高齢
者
入
居
サ
ポ
ー
ト
推
進

京
都
府
居
住
支
援
協
議
会

　

京
都
府
居
住
支
援
協
議
会

が
12
月
25
日（
水
）京
都
府
公

館
内
の
会
議
室
で
午
後
1
時

30
分
か
ら
日
管
協
京
都
府
支

部
幹
部
ら
を
招
い
て
講
演
会
と

登
録
証
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に「
高
齢
者
等

入
居
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
制
度
」

を
創
設
し
、推
進
を
図
って
い
る

最
中
で
今
年
度
も
引
き
続
き

事
業
を
実
施
中
。

 

ち
ょ
っ
と
お
知
ら
せ

京
都
府
支
部

　

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
の
資
産

防
衛
や
相
続
対
策
につい
て
オ
ー

ナ
ー
も
大
納
得
の
講
師
を
務
め

た
大
江
孝
明
氏
。当
日
は
充
実

の
レ
ジュメ
が
好
評
で
し
た
。も
う

一
回
話
が
聞
き
た
い
、相
談
し
た

い
人
は
税
理
士
の
大
江
先
生
が

開
く「
税
金
相
談
C
A
F
É
」へ
。

税
理
士
法
人　

京
都
経
営　

（
株
）京
都
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ　

〒
６
１
２
―
８
３
６
２　

京
都
市
伏
見
区
西
大
手
町
３

０
７
エ
イ
ト
ビ
ル
５
Ｆ　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
５
―
６
０
３
―
９
０
５
５

昨
秋
、全
国
支
部
長
会
議

日管きんき〈5〉京都府支部

防犯カメラの開発・販売・施工・保守まで 

■大阪営業所
TEL06-4707-7380
■京都本社
TEL075-221-3900
■神戸営業所
TEL078-381-5001
■名古屋営業所
TEL052-589-1601
■東京出張所
03-3355-2302✉info@videosensing.co.jp

直近に100V電源があれ
ば、この間の配線工事
にてシステムアップ

●動作確認ランプ付！一目でレコーダーの死活確認が可能です！
●独立したシステムゆえ、既存のカメラシステムに制約されることはありません！
●ＳＤカード一体型カメラではないため、カメラを壊されても録画映像は保持されます！

【HP】 

https://www.ecobath. 

com/ 

 

 

 

 

【Facebook】 

https://www.facebook. 

com/ecobath1/ 

 
 

年間 3,000 室以上 

の施工実績 

【大阪本社】〒556-0022 

大阪市浪速区桜川 3-2-14 

【TEL】 

06-4392-8626 
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現
在
の
入
居
者
が
契
約
ま
で

に
見
学
す
る
件
数
は
平
均
2
・

7
件
と
10
年
前
の
4
・
92
件
に

比
較
し
て
大
幅
に
減
少
。
そ
の

理
由
は
事
前
に
スマ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
で

探
し
た
後
に
店
舗
を
訪
れ
る
か

ら
。
訪
問
す
る
店
舗
数
も
平

均
1
・
3
店
で
大
半
が
最
初
の

店
で
契
約
し
て
い
ま
す
。

情
報
源
は
スマ
ホ
と
P
C
が

37
％
と
34
％
で
拮
抗
。
サ
イ
ト

を
作
る
時
、
重
要
な
の
は
豊
富

な
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
。
何

も
隠
し
て
い
な
い
と
い
う
印
象

を
持
って
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

入
居
者
を
集
め
る
た
め
に
ど

ん
な
設
備
が
必
要
か
と
い
え
ば

独
立
洗
面
台
、エア
コン
、
T
V

モ
ニ
タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
、

温
水
洗
浄
便
座
。
こ
の
4
つ
は

今
や
標
準
装
備
と
い
え
ま
す
。

付
い
て
い
れ
ば
満
足
度
の
高

い
設
備
は
「
24
時
間
出
せ
る
ゴ

ミ
置
き
場
」、「
室
内
物
干
し
」、

「
ピ
ッ
キ
ン
グ
対
策
の
鍵
」
な
ど
。

最
も
嫌
わ
れ
る
の
が
3
点
式

ユニッ
ト
バ
ス
。
85
％
が
改
善
を

要
求
し
て
い
ま
す
。
古
い
バ
ス

ル
ー
ム（
60
％
）や
和
室（
58
％
）

の
改
善
要
望
に
比
較
し
て
も
際

立
っ
た
割
合
で
す
。

改
善
要
望
の
一
番
は
「
浴
槽

と
ト
イ
レ
の
セ
パ
レ
ー
ト
化
」

が
約
43
％
。
一
方
、
バ
ス
ル
ー
ム

の
改
善
は
シ
ャ
ワ
ー
ヘッ
ド
、
蛇

口
を
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の

に
換
え
、
大
型
の
ミ
ラ
ー
を
設

置
、
パ
ネ
ル
シ
ー
ト
を
張
り
替

え
れ
ば
42
％
が
「
借
り
た
い
」。

和
室
は
床
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

に
変
更
、
押
入
れ
を
ク
ロ
ー
ゼッ

ト
に
変
更
す
る
改
装
を
約
53
％

が
支
持
。
ト
イ
レ
は
洗
浄
便
座

が
必
須
条
件
で
、
便
器
を
最

新
式
に
替
え
、
壁
紙
と
床
の
張

り
替
え
を
求
め
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
で
は
「
災
害
に
備

え
た
水
、
食
料
の
備
蓄
」、「
空

気
清
浄
器
の
設
置
」、「
防
災

組
織
」、「
食
品
対
応
の
配
ボ
ッ

ク
ス
」
を
求
め
る
入
居
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
続
き

の
昨
今
だ
け
に
防
災
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

台
風
で
明
暗
、４
県
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー

新会員インフォメーション

和
歌
山
県
支
部
の
セ
ミ
ナ
ー

は
日
管
協
本
部
の
森
山
友
歌

氏
が
日
管
協
全
国
統
一
テ
ー
マ

「
新
た
な
時
代
で
変
わ
る
賃
貸

住
宅
市
場
と
国
土
交
通
行
政

の
最
新
動
向
」
で
講
演
。
賃

貸
住
宅
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
の
中
で
「
ま
す
ま
す
増

え
る
外
国
人
居
住
者
へ
の
対
応

の
重
要
さ
」
を
強
調
し
ま
し
た
。

続
い
て
司
法
書
士
法
人
芝

事
務
所
の
芝
知
美
代
表
が
「
高

齢
化
に
備
え
る
！
相
続
と
こ
れ

か
ら
の
事
業
継
承
～
民
事
信

託
を
活
用
し
て
」
と
題
し
て
講

演
。
ま
ず
民
法
改
正
に
よ
っ
て

「
配
偶
者
居
住
権
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
」
を
解
説
。
続
い
て
自

筆
遺
言
書
を
法
務
局
が
保
管

す
る
制
度
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
資
産
家
の
高
齢
化
に

伴
っ
て
認
知
症
対
策
と
し
て
民

事
信
託
につい
て
解
説
。
従
来
の

成
年
後
見
制
度
で
は
で
き
な

かった
財
産
の
管
理
、
処
分
な
ど

が
柔
軟
に
で
き
る
な
ど
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
強
調
。「
認
知
症
に
陥

る
前
に
早
め
に
対
策
し
、
い
か
に

ハッ
ピ
ー
に
暮
ら
す
か
考
え
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

８
０
０
万
戸
を
超
え
る
空
き
家
、賃
貸
住
宅
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
す
。空
室
対
策
の
切
り
札
と
し
て

最
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
す
る
に
は

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
。Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長・池

本
洋
一
氏
の
講
演
か
ら
令
和
時
代
の
入
居
者
像
を
探
り
ま
す
。

 
令
和
時
代
の
入
居
者
像
探
る

Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長
・
池
本
洋
一
氏
の
分
析　

 

和
歌
山
県
支
部 

民
事
信
託
活
用
と
相
続
税
対
策

池本洋一
SUUMO編集長

滋賀県支部

㈱イズミ
滋賀県彦根市に密着する総合

不動産会社。特に賃貸管理は現
在1800戸、年内には2千戸まで拡
大する予定。「管理業の法制化を
前にいち早く関連の情報に触れた
い」というのが入会の動機です。

所在地＝滋賀県彦根市駅東町
11-5　代表＝泉藤博社長　従業
員数＝20名、管理戸数=約1800
戸　☎0749-23-9088　ＦＡＸ＝
0749-23-9077　URL=http://.
www.c21izumi.com

兵庫県支部

㈱神英不動産
ＪＲ新長田駅前の典型的な不動

産店、管理にも注力しています。最
近は中国、ベトナム、インドなどの外
国人客が増え「日管協の充実した
外国人向けツールに期待してい
る」のも入会理由の一つ。

所在地＝神戸市長田区若松町
4番10-101　代表＝新谷明子社
長、従業員数＝4名、管理戸数=約
300戸　☎078-621-3245　ＦＡＸ＝
078-621-4477　Ｅメール＝info@
shin-re.co.jp

「
住
生
活
月
間
」
の
昨
年
10
月
、
一
斉
に
開
催
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
近
畿
４
県
支
部
の
「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
（
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）
は
５
日
の
和
歌
山
県
支
部
と
27
日
の
滋
賀
県

支
部
が
開
催
。
10
月
12
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
兵
庫
県
と
奈
良

県
支
部
の
セ
ミ
ナ
ー
は
台
風
19
号
の
近
畿
地
方
へ
の
接
近
に

よ
っ
て
中
止
と
明
暗
を
分
け
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
賃
貸

住
宅
オ
ー
ナ
ー
の
野
際
利
浩
さ

「
超
大
型
で
猛
烈
な
勢
い
」

の
台
風
19
号
が
北
上
、
近
畿
地

方
直
撃
が
心
配
さ
れ
た
昨
年

10
月
10
日
、
奈
良
県
支
部
と

兵
庫
県
支
部
は
相
次
い
で
12
日

に
予
定
し
て
い
た
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
の
中
止
を
決
め
ま
し
た
。

奈
良
県
支
部
の
小
西
克
美

支
部
長
は
「
準
備
も
終
わ
って

い
た
の
で
残
念
で
し
た
が
、
何

か
あ
って
は
⋮
」
と
決
断
。

兵
庫
県
支
部
も
事
情
は
同

じ
。
令
和
二
年
一
月
の
年
賀
交

礼
会
で
「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
と

同
じ
講
師
を
招
い
て
講
演
す
る

こ
と
を
検
討
し
た
い
」
と
兵
庫

県
支
部
の
越
野
事
務
局
長
。

 

滋
賀
県
支
部 

優
良
資
産
化
へ
努
力
を

滋
賀
県
支
部
の
セ
ミ
ナ
ー
は

日
管
協
本
部
の
田
口
俊
輔
さ
ん

が
統
一
テ
ー
マ
で
講
演
。
続
い
て

税
理
士
法
人
京
都
経
営
代
表

社
員
で
税
理
士
の
大
江
孝
明

氏
が
「
人
生
１
０
０
歳
時
代
に

向
け
た
資
産
防
衛
・
相
続
対

策
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
て
講
演
。

不
動
産
を
収
益
力
の
高
い

優
良
資
産
化
す
る
こ
と
、　

遺

言
は
証
拠
能
力
の
高
い
「
公
正

証
書
遺
言
」
の
活
用
、
生
前

贈
与
、
生
命
保
険
を
活
用
し

た
相
続
対
策
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン
パ

ニ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長
兼
Ｓ

Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長

の
池
本
洋
一
氏
は
「
賃
貸
市
場

動
向
と
最
新
の
入
居
者
ニ
ー

ズ
」
と
題
し
て
講
演
（
別
項

参
照
）。
滋
賀
県
内
各
都
市
の

賃
貸
住
宅
の
ニ
ー
ズ
を
豊
富
な

デ
ー
タ
で
分
析
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
内
に
は
朝
日

リ
ビ
ン
グ
な
ど
４
社
が
自
慢
の

自
社
商
品
を
並
べ
る
ブ
ー
ス
を

展
開
し
ま
し
た
。

台
風
19
号
接
近
で
セ
ミ
ナ
ー
中
止

兵
庫
、奈
良
県
支
部

ん
は
「
ま
だ
57
歳
な
の
で
認
知

症
対
策
に
つい
て
は
ピ
ン
と
来
な

い
が
、
遺
言
書
の
方
が
興
味
深

かっ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

芝知美氏

和歌山県支部セミナー会場

滋賀県支部セミナー会場

大江孝明氏

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

41
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「
賃
貸
不

動
産
管
理

業
が
法
制

化
さ
れ
る
と
、

管
理
会
社
の

淘
汰
が
始
ま
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
賃
貸
不
動

産
管
理
業
界
に
大
変
革
が
起

き
る
」
と
話
し
ま
す
。

「
大
変
動
を
生
き
残
る
に
は

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理

士
を
は
じ
め
、
賃
貸
不

動
産
オ
ー
ナ
ー
や
入
居

者
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
様
々
な
技
能
、
知
識

を
身
に
付
け
た
プ
ロ
の
人
材
確

保
が
重
要
で
す
」。

松
本
支
部
長
は
日
管
協
の

独
自
資
格
の
相
続
支
援
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
育
成
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
主
に

各
管
理
会
社
の
経
営
者
や
幹

部
社
員
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資

格
を
取
得
。
今
後
は
一
般
社
員

に
も
資
格
者
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
」。
問
題
は
20
万
円
と
い

う
受
講
料
の
高
さ
で
し
た
。

「
今
、
相
続
支
援
研
究
会
で

は
受
講
料
を
10
万
円
以
下
に

す
る
構
想
を
ま
と
め
て
い
ま

す
」。
国
家
資
格
試
験
予
備
校

の
Ｌ
Ｅ
Ｃ
を
講
習
会
場
に
し
て

講
習
の
管
理
、
運
営
を
Ｌ
Ｅ
Ｃ

側
に
任
せ
て
管
理
費
を
節
約
。

他
の
業
界
団
体
と
も
協
力
し
て

受
講
者
を
大
幅
に
拡
大
し
て

業
界
全
体
を
底
上
げ
す
る
構

想
で
す
。

並
行
し
て
兵
庫
県
支
部
で
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
を
取
得

し
た
も
の
の
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
役
立
て
る
機
会
の
な
い
会
員

に
活
用
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る

「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
勉

強
会
」
を
昨
年
か
ら
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
に
資
産
家
の
高
齢
化
に
伴
う

認
知
症
対
策
と
し
て
家
族
信

託
に
つい
て
勉
強
し
ま
し
た
。

講
習
以
外
に
も
「
相
続
ク

イ
ズ
大
会
」
を
開
く
な
ど
、

勉
強
会
へ
の
参
加
者
を
増
や
す

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
で
す
。
兵
庫
県
支

部
で
は
結
集
力
を
高
め
る
た
め
、

企
画
力
と
情
報
力
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
方
針
で
す
。

「
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
呼
び

か
け
を
強
化
し
、
ラ
イ
ン
や
フェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器
、
技

術
を
活
用
し
て
行
政
な
ど
の
情

報
提
供
、
情
報
交
換
を
高
度

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

こ
こ
数
年
、
支
部
が
力
を

入
れ
て
き
た
の
が
「
ベン
チ
マ
ー

ク
」。
北
海
道
、
福
岡
県
そ
し

て
沖
縄
県
な
ど
の
企
業
を
訪
れ

て
研
修
。
中
で
も
「
最
も
参

考
に
な
っ
た
の
が
沖
縄
県
で
し

た
」。
沖
縄
県
支
部
で
は
「
相

続
支
援
委
員
会
」
を
設
け
、

相
続
勉
強
会
を
開
催
、
情
報

紙
を
発
行
す
る
な
ど
支
部
活

動
を
活
性
化
し
て
い
ま
し
た
。

沖
縄
県
支
部
を
参
考
に
す

れ
ば
広
い
兵
庫
県
全
域
か
ら
の

会
員
の
結
集
力
と
管
理
業
へ
の

注
目
度
を
高
め
、
会
員
拡
大

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
今
後

は
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
経
営
に

生
か
し
て
い
る
管
理
会
社
に
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
し
て
勉
強
し
た
い
」

と
い
う
の
が
松
本
支
部
長
の
抱

負
で
す
。

前
回
紹
介
し
た
洲
崎
恵
佑

氏
は
一
般
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
講
習
に
続
い
て
、一
昨
々
年
、

上
級
講
習
も
受
講
。

「
上
級
講
習
で
は
、毎
回
、

様
々
な
相
続
の
ケ
ー
ス
が
出
題

さ
れ
、そ
れ
に
対
し
て
受
講
生

が
相
続
の
手
法
を
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
発
表
し

て
最
善
策
か
ど

う
か
、全
員
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
ま
す
」。

こ
の
一
連
の
実
習
を
通
じ
て

「
知
識
と
し
て
の
法
律
だ
っ
た
の

が
現
実
に
対
応
す
る
手
法
と
し

て
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」。

さ
ら
に
相
続
の
プ
ロ
と
し
て

オ
ー
ナ
ー
の
信
用
を
得
る
た
め

に
は「
民
法
改
正
を
は
じ
め
、相

続
関
連
法
令
の
改
訂
に
対
応
し

て
知
識
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
」。

一
方
、同
じ
ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン

の
営
業
統
括
部
企
画
推
進
課

長
の
森
田
光
彦
氏（
40
）は
平

成
26
年
に
上
級
資
格
を
取
得
。

当
時
の
年
齢
は
、す
で
に
30
歳

台
半
ば
。「
新
し
い
知
識
を
憶

え
る
の
は
大
変
で
し
た
」。も
ち

ろ
ん
、物
件
管
理
の
仕
事
も
同

時
進
行
で
す
。

そ
の
間
、受
講
し
て
い
る
こ
と

を
お
得
意
の
オ
ー
ナ
ー
に
話
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
結

果
、「
相
続
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
」と
相
談
を
持
ち
掛
け
ら
れ

る
こ
と
が
増
え
た
の
で
す
。「
相

続
問
題
に
悩
ん
で
い
る
オ
ー

ナ
ー
が
想
像
以
上
に
多
い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
」。

上
級
資
格
取
得
後
に
受
け

た
相
続
の
ケ
ー
ス
で
は
オ
ー

ナ
ー
の
奥
さ
ん
が
急
死
さ
れ
、自

宅
や
貸
し
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
土
地
を
子
供
た
ち
に

相
続
す
る
ケ
ー
ス
で
し
た
。「
相

続
税
の
負
担
を
子
供
た
ち
に
か

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」と
い

う
の
が
オ
ー
ナ
ー
の
願
い
で
す
。

そ
こ
で
駐
車
場
に
４
戸
の
ア

パ
ー
ト
を
建
築
す
る
こ
と
を
提

案
。そ
の
結
果
、駐
車
場
と
賃

貸
住
宅
の
相
続
税
の
差
額
に

よ
っ
て「
数
千
万
円
を
節
税
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

森
田
さ
ん
が
手
掛
け
た
も

う
一つ
は
大
阪
郊
外
の
高
級
ベッ

ド
タ
ウ
ン
に
複
数
の
土
地
を
所

有
す
る
ケ
ー
ス
。い
ず
れ
も
傾

斜
地
で
未
利
用
の
ま
ま
雑
木
林

に
な
って
い
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
で
は
負
の
遺
産
と

し
て
息
子
た
ち
に
相
続
放
棄
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。そ
こ
で「
未
利

用
地
を
収
益
物
件
に
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
」

と
、次
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
鉄
道
駅
に
最
も
近
い

土
地
に
市
道
への
取
り
付
け
道

路
を
造
成
し
、コ
イ
ンパ
ー
キ
ン
グ

に
す
る
と
い
う
提
案
。オ
ー
ナ
ー

の
賛
同
を
得
て
着
工
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
マ
イ
カ
ー
か
ら
電

車
に
乗
り
換
え
て
大
阪
方
面

に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

車
で
買
い
物
に
来
る
主
婦
ら
が

利
用
す
る
人
気
パ
ー
キ
ン
グ
に

な
り
ま
し
た
。「
所
有
す
る
他

の
土
地
を
開
発
す
る
た
め
に
も
、

今
は
資
金
を
貯
め
る
こ
と
が
重

賃
貸
管
理
業
に
と
っ
て
大
変
革
の
年
と
な
り
そ

う
で
す
。そ
の
令
和
時
代
、兵
庫
県
支
部
は
ど
ん
な

進
路
を
と
る
の
か
日
管
協
相
続
支
援
研
究
会
副

会
長
で
も
あ
る
松
本
智
支
部
長
に
尋
ね
ま
し
た
。

プ
ロ
集
団
化
へ
幅
広
い
対
応
策
で

松本智兵庫県支部長

　
　
紙
上
ス
タ
デ
ィ
　
　「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」の
役
割（
下
）

●
管
理
業
に
欠
か
せ
ぬ
存
在

●
資
産
活
用
を
大
胆
に
提
案

洲崎恵佑氏

森田光彦氏

兵庫県支部の相続支援勉強会

兵庫県　
支部　 令和２年の方向性

松本智支部長に聞く

奈良県支部
会員勧誘にボールペン

奈良県支部（小西克美支
部長）は今年秋、おしゃれな
ボールペンを製作。１本ずつ
黒い合成皮革のケースに入り、
ピンク、黄色、青など手にする
のが楽しくなるカラフルさ。

胴体部には「管理業界の
適正化と発展を目指します」
のフレーズと「（公財）日本賃
貸住宅管理協会奈良県支
部」の文字が打ち込まれてい
ます。

小西支部長は「新会員を
勧誘する際のツールとして活
用していきたい」。

要
」と
助
言
し
て
い
ま
す
。

「
営
業
活
動
を
通
じ
て
信
頼

を
得
て
オ
ー
ナ
ー
の
懐
に
入
り

込
め
ば
、我
々
の
提
案
に
驚
く

ほ
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
も
ら
え

る
人
が
多
い
」。森
田
さ
ん
は

「
今
や
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
抜
き
に
し
て
は
管
理
会
社

の
営
業
は
考
え
ら
れ
な
い
」と

力
強
く
話
し
て
い
ま
す
。　

（
終
わ
り
）

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 
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は
前
回
を
超
え
る
数
に
。
詳
し

く
は
日
管
協
の
H
P
を
参
照
。

　

な
お
、
賃
貸
住
宅
管
理
業

の
適
正
化
に
向
け
、
試
験
問
題

の
難
化
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
は
試
験
出

題
数
が
50
問
に
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
、
前
年
の
受
験

者
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
数
増
え
る

日
管
協「
住
ま
い
の
し
お
り
」

　

入
居
者
に
必
要
な
賃
貸
住

宅
暮
ら
し
の
ノ
ウ
ハ
ウ
。「
住
ま

い
の
し
お
り
」
は
、
引
越
し
手

続
き
か
ら
共
同
生
活
の
ル
ー
ル・

解
約
手
順
ま
で
、
入
居
者
が

快
適
な
暮
ら
し
を
過
ご
す
た
め

に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
た
1
冊
で
す
。
利

用
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
社
名

印
刷
も
可
能
な
ど
入
居
中
の

人
に
も
便
利
な
内
容
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化

　
「
日
管
き
ん
き
」も
発
行

後
10
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。小
さ
な
存
在
の

ブ
ロッ
ク
広
報
紙
で
す
が
管

理
会
社
の
団
体
活
動
を
発

信
す
る
役
割
は
大
で
す
。

　

今
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
つい
て

い
ろ
ん
な
場
面
で
議
論
が
あ

り
ま
す
。従
来
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
価
値
観
が
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
で
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
文
化
が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。電

車
の
中
の
風
景
も
一
昔
前
か

ら
一
変
、新
聞
を
読
ん
で
い
る

人
は
皆
無
で
ス
マ
ホ
ば
か
り
。

明
ら
か
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ンツ
ー
ル
の
変
化
で
す
。新
し

い
伝
わ
り
方
で
は
受
け
手
の

見
識
が
い
か
に
大
事
か
民

主
主
義
が
も
た
ら
し
た
厳

し
い
時
代
を
自
覚
す
る
好

機
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
日

管
き
ん
き
」も
き
ち
ん
と
し

た
情
報
を
伝
え
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。

（
広
報
紙
編
集
室
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
大
勢
が

　
「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は

す
っ
か
り
不
動
産
業
界
の
代
表

的
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
。
場

内
で
は
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
が
行

わ
れ
、
日
管
協
の
全
国
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
会
員
の
参
加
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
管
理
業
を
行
う
に

は
必
見
と
の
判
断
か
ら
各
自
が

選
択
し
た
会
場
で
熱
心
に
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
特
に
民
法
改
正
へ
の

関
心
や
、
法
制
化
が
目
前
の
日

管
協
の
存
在
が
社
会
的
に
認

知
度
を
増
す
中
で
の
開
催
で
、

会
場
構
成
も
参
加
者
の
期
待

に
沿
っ
た
内
容
で
し
た
。
プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
と
言
え
る

日
管
協
の
主
要
委
員
会
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
・
成
果
発
表
が
メ
ー

ン
で
日
々
変
化
す
る
賃
貸
管
理

業
の
現
在
と
未
来
を
知
り
、
学

び
、
実
感
で
き
る
企
画
で
し
た
。

　

会
場
は
各
社
の
P
R
コ
ー

ナ
ー
ブ
ー
ス
や
人
材
交
流
の
場

も
設
け
ら
れ
立
体
的
構
成
が

み
ら
れ
「
参
加
し
て
良
かっ
た
」

の
声
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
会
場
内
で
名
刺
交
換
会

も
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
開

催
は
11
月
10
日
（
火
）
と
決

ま
り
ま
し
た
。

　

日
管
協
総
研
の
相
談
員
で
あ

る
長
井
和
夫
氏
や
鈴
木
一
男
氏

は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
も
そ
の

講
演
の
回
数
の
多
さ
か
ら
す
っ

か
り
馴
染
み
の
存
在
で
す
。
管

理
業
の
基
本
を
知
り
尽
く
し

た
人
か
ら
は
正
確
な
紛
争
解
決

へ
の
話
は
説
得
力
が
あ
り
、
各

地
か
ら
講
演
依
頼
が
絶
え
ま

せ
ん
。

　
〝
紛
争
解
決
に
強
い
日
管
協
〟

は
地
道
な
デ
ー
タ
集
積
や
相
談

員
の
長
い
経
験
に
よ
る
も
の
。

賃
貸
管
理
の
多
く
を
占
め
る
全

国
組
織
だ
け
に
集
ま
る
デ
ー
タ

も
有
効
で
、
総
研
の
メ
ン
バ
ー

が
精
査
し
た
結
果
の
発
表
は
貴

重
で
す
。

　
一
昨
年
、
大
阪
府
支
部
の

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は

主
任
相
談
員
・
長
井
和
夫
氏

が
、
家
主
・
管
理
業
者
向
け
に

「
相
談
傾
向
と
事
例
か
ら
見
る

賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
」
の
解
説
。
昨

秋
の
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
主
任
相

談
員
の
鈴
木
一
男
氏
が
「
年
間

1
千
件
の
賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
相
談

か
ら
見
る
ク
レ
ー
ム
動
向
と
対

処
法
」
な
ど
で
講
演
。
会
場
は

い
つ
も
満
員
で
す
。
ま
た
、
昨

年
の
大
阪
府
支
部
の
総
会
時
は
、

同
、
鈴
木
一
男
氏
が
「
相
談
傾

向
と
事
例
か
ら
」
と
し
て
項
目

別
に
解
説
。
同
時
に
2
0
1
9

年
版
で
相
談
内
容
を
発
表
す

る
な
ど
、協
会・支
部
共
に
〝
紛

争
〟
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、日
管
協
の
「
ク

レ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
Q
&
A
」
が

10
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
て
発
刊
。

日
管
協
の
法
務
委
員
会
が
改

訂
し
会
員
向
け
に
発
刊
。
管

理
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
役
立
つ
冊
子
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、「
入
居
前
」

「
入
居
中
」「
退
去
時
」
の

1
3
0
事
例
を
収
録
。
問
い

合
わ
せ
は
（
０
３
―
６
２
６
５

―
１
５
５
５
）。

ニ
ュ
ー
ス

受
験
申
込
み
は
2
万
人
超

合
格
の
詳
細
は
6
月
号
で

　

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士

試
験
が
全
国
一
斉
に
昨
年
11
月

17
日
（
日
）
に
行
わ
れ
全
国
で

2
万
5
，
0
０
０
人
超
が
受
験

し
ま
し
た
。
社
会
的
に
認
知

さ
れ
つつ
あ
る
賃
貸
不
動
産
経

営
管
理
士
は
不
動
産
管
理
業

で
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
。

賃
貸
住
宅
管
理
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
う
資
格
で
す
。

　

主
催
は
、一
般
社
団
法
人
賃

貸
不
動
産
経
営
管
理
士
協
議
会

（
構
成
団
体
＝
（
公
財
法
人
）

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
（
公

社
法
人
）
全
国
宅
地
建
物
取

引
行
協
会
連
合
会
（
公
社
法

人
）
全
日
本
不
動
産
協
会
）。

国
家
資
格
化
は
目
前
で
受
験
者

　

昨
秋
の
11
月
12
日（
火
）東
京
の「
明
治
記
念
館
」で
日
管
協
主

催
の「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
9
」が
開
催
さ
れ
、前
回
と
ほ
ぼ

同
数
の
3
，3
7
0
名
が
参
加
。近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
総
勢

1
0
0
名
を
超
え
、「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」や
自
主
的
参
加
で
前
年
を
上

回
る
数
に
な
り
ま
し
た
。

盛
会「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
9
」

参
加
者
、
年
々
増
え
る
傾
向
に

賑わうフォーラム会場

クレーム・トラブル
に強い
日管協です

好評のセミナーはいつも満員

紛
争
事
例
の
傾
向
知
り
、防
止
策
を
講
演
で

日管協総研の相談員活躍

鈴木一男相談員

　

賃
貸
経
営
に
は
ト
ラ
ブ
ル
は
つ
き
ま
せ
ん
。
日
管
協
で
は
発
生
す

る
ク
レ
ー
ム
や
ト
ラ
ブ
ルへ
の
対
処
に
早
期
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
日
管
協
総
合
研
究
所
の
相
談
員
が
各
支
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
登

場
し
紛
争
解
決
へ
の
講
演
を
行
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
方
で

多
種
の
冊
子
も
作
り
、
両
面
作
戦
で
紛
争
の
未
然
解
決
へ
努
力
し

て
い
ま
す
。
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会員 入会金 年会費 補足

プレミア
会員

100,000
円

48,000
円

本会の取扱商品を積

極的に導入していただ

ける方。

（株）全管協ＳＳＩホー

ルディングスの代理店

として「入居者総合安

心保険プラスⅢ」の取

り扱いが必要です。

パート
ナー
会員

100,000
円

360,000
円

事前に登録商品の審
査・承認が必要

［ 入会案内 ］

◆他団体との強力な連携

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心に、

業界最大のネットワークで賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されます。

会員数 1,606 社

※その他詳細はお問い合わせください。
※パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の（株）全管協ＳＳＩホールディングスの小額短期保険を活用

全管協にご入会いただくことで、（株）全管協ＳＳＩホールディングスの商学短期保険のお取り扱いが可

能となります。少額短期保険としては日本最大の保有件数（140万件超）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品高い代理店手数料

素早い事故対応

1K、2LDK等の、間取りにより定型の３コースを選択

専任担当者が
業務サポート

最高50％の手数料

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

業界最大ネットワークを活かし、地域社会への貢献と会員の発展を支援します

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

コース 保険金額

被保険者の死

亡を原因とする

入居物件の汚

損損害

50万円

遺品整理費用 50万円
借家人
賠償責任保険

3,000万円

※入居者の過
失による入居物
件への損害は
免責1万円

＊保険金をお支払いする主な場合


